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路
線
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
が
減

り
、
運
行
本
数
の
減
少
や
路
線
の
廃
止
な
ど
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
等
の
増
加
が
社
会
問
題
化
し
て
い

る
側
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
心
で
便
利
な
「
地
域
の
足
」
と

し
て
の
公
共
交
通
が
改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
綱
町
に
は
、
し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線
、
長
電
バ
ス
吉

村
・
牟
礼
線
、
町
内
を
走
る
定
時
定
路
線
バ
ス
、
ｉ
バ
ス
（
予

約
型
デ
マ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
）
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

   

特
に
高
齢
者
等
の
日
常
生
活
に
必
要
な
買
い
物
、
通
院
、
公

共
施
設
・
金
融
機
関
へ
の
立
寄
り
な
ど
の
支
援
を
目
的
と
し
て

運
行
し
て
い
る
ｉ
バ
ス
（
予
約
型
デ
マ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
）
は
、
交

通
不
便
地
域
や
運
転
免
許
証
を
持
た
な
い
交
通
弱
者
の
方
に

対
す
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。

　

公
共
交
通
は
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
自
動
車
を
自
ら
運
転
し
な
く
て
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
不

便
な
く
生
活
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
地
域
で
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
暮
ら
し
に
必
要
な
移
動
手
段
の
一
つ
で

あ
る
、
安
心
で
便
利
な
ｉ
バ
ス
（
予
約
型
デ
マ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
）

の
利
用
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

町
の
未
来
の
た
め
に

バ
ス
に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か

特集

人
口
減
少
と
高
齢
社
会
の
中
、
地
域
住
民
の

「
交
通
手
段
」
を
ど
う
確
保
す
る
か

飯綱温泉線 地蔵久保線 東柏原線 奈良本線 堀越線 芹沢線

町町内内定定時時定定路路線線ババスス

路路線線別別乗乗車車実実績績（（過過去去 年年間間））

平成27 平成28 平成29 平成30 令和1（年度）

（人）

定時定路線バス

iバス予約型デマンドワゴン

地域拠点バス

この他に
「iバス予約型ナイトワゴン」
「長電バス吉村・牟礼線」
も運行しています。

町 内 るを バ走 ス
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予
約
型
デ
マ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
と
は
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
送

迎
を
行
う
タ
ク
シ
ー
に
準
じ
た
利
便
性
と
、
乗
合
で
低
料
金
の

バ
ス
に
準
じ
た
特
徴
を
兼
ね
備
え
た
移
動
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◆
利
用
の
流
れ

　
①   

ま
ず
は
役
場
企
画
課
ま
た
は
ｉ
バ
ス
受
付
セ
ン
タ
ー
で

登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
②   

ｉ
バ
ス
受
付
セ
ン
タ
ー
へ
乗
車
の
予
約
を
し
ま
す
。

   　

 （
下
記
の
時
刻
表
を
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
③   

ｉ
バ
ス
が
ご
自
宅
ま
で
お
迎
え
に
行
き
ま
す
。
乗
合
の

た
め
出
発
時
刻
は
多
少
前
後
し
ま
す
。

　
④   

ｉ
バ
ス
で
目
的
地
へ
到
着
。
現
金
又
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で

運
賃
を
払
い
ま
す
。
乗
合
の
た
め
到
着
時
刻
は
多
少
前

後
し
ま
す
。

◆
予
約
時
間

    

　

 　
ま
ち
行
き
便
は
利
用
す
る
便
の
30

分
前
ま
で
、
お
帰
り
便
は
利
用
す
る

便
の
10
分
前
ま
で
に
事
前
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。（
ま
ち
行
き
便
の
第
1

便
は
、
前
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。）

◆
料
金

　
○
大
人
（
中
学
生
以
上
） 

２
０
０
円

　
○
小
学
生 

１
０
０
円

　
○
小
学
生
未
満 

無
料

　

人
口
減
少
に
よ
り
公
共
交
通
利
用
者
の
減
少
は
続
い
て
い

ま
す
。
一
方
で
高
齢
化
に
よ
り
運
転
に
自
信
の
な
い
方
や
免
許

返
納
者
が
増
加
し
、
公
共
交
通
へ
の
依
存
度
、
重
要
度
は
高

ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
右
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
子

ど
も
の
減
少
に
よ
り
、
朝
、
夕
の
定
時
定
路
線
バ
ス
の
利
用
者

数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
病
院
等
と
自
宅
を
ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア
で
結
ぶ
予
約
型
デ
マ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
の
利
用
者
は
減
少
し

て
い
ま
せ
ん
。
バ
ス
並
み
の
料
金
で
タ
ク
シ
ー
的
な
利
用
が
で

き
る
予
約
型
デ
マ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、「
i
バ
ス
ヘ
ル
パ
ー
」
な
ど
高
齢

者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

iバス受付センターは
長電バス飯綱営業所の中にあります

iバス受付センターでは
スタッフが予約の受付をしています

iバス受付センター
                      iバス「いいにゃー」                iバス「来い来い」

電話  ２５３－１１２８      有線  ５１５１
（受付 午前８時～午後３時３０分）
平日のみの運行です。12/29～1/3は運休です。

予
約
型
デ
マ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
っ
て
ど
う
や
っ
て

利
用
す
る
の
??

ｉ
バ
ス
（
予
約
型
デ
マ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
）
と
は
…

町町内内定定時時定定路路線線ババスス・・ｉｉババスス予予約約型型デデママンンドドワワゴゴンン

年年間間乗乗車車実実績績（（過過去去55年年間間））

町内定時定路線バス ｉバス予約型デマンドワゴン

平成27 平成28 平成29 平成30 令和1（年度）

（人）

便 各方面発 町中心部着
第１便  9:00 ➡ 9:30
第２便 10:45 ➡ 11:15
第３便 13:50 ➡ 14:20

ご自宅から病院、役場、駅、商店などへ行くときにご利用
ください。

まち行き便

便 町中心部発 各方面着
第１便  10:00 ➡ 10:30
第２便 11:40 ➡ 12:10
第３便 13:10 ➡ 13:40
第４便 14:30 ➡ 15:00

病院、役場、駅、商店などからご自宅に帰るときにご利用
ください。

お帰り便
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令
和
2
年
4
月
か
ら
、バ
ス
ヘ
ル
パ
ー
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。毎
週
金
曜
日
の
午
前
中
の

便
に
、2
名
が
分
乗
し
バ
ス
の
乗
降
の
手
助
け
や

お
帰
り
便
な
ど
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
車
内
で
の
利
用
者
の
様
子
な
ど
か
ら
、

高
齢
者
等
の
介
護
支
援
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。 ｉ

バ
ス
ヘ
ル
パ
ー
が
乗
車
し
て
い
ま
す

　八王子から移住して18年。iバス受付センターに勤務して12年。「働
き始めたころは、地区名と人名の区別がつかなかったです。それに方
言も…」と笑って話す眞由美さん。
   「iバスは皆さんのバスです。運行時間などわからないことがありまし
たら、お気軽にお問い合わせください」

山﨑 眞由美 （やまざきまゆみ）さん

iバス受付センターのスタッフ
を紹介します

日本一女性が
　住みたくなる町 おらちの嫁さん Part７

iバス運転手さんから一言

iバスヘルパーのお仕事に密着！

iバスヘルパー
吉澤好子さん（右）
若林むつ子さん（左）

詳細につきましては、飯綱町
社会福祉協議会にご連絡を
お願いします。

飯綱町社会福祉協議会
地域福祉課（メーラプラザ内）
電話   253-1001

  iバスヘルパーを
      募集しています

低い段差であって
も、高齢者の方は
乗降が大変です。

話し相手になってく
れるので、一人暮
らしの方は喜んで
います。
シートベルト装着
の確認などをしてく
れるので、集中し
て安全運転できま
す。ヘルパーさん
が乗車してくれると
本当に助かります。

慣 れ な い 車
は、シートベ
ルトを装着す
るのも大変な
んです。

「iバスがお迎えに来
ましたよ」
姿が見えないときは
声かけをします。

買い物など、荷物
が多いときはお運
びします。

「雪で滑るからゆっ
くりでいいですよ」
玄関までお見送り
します。
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町
は
、
バ
ス
事
業
者
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
て
、

路
線
維
持
や
利
用
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
、
今

後
も
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
す
べ
て
の
問
題
に

対
応
・
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
利
用
す
る
人
が
い
な
け
れ

ば
、
公
共
交
通
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る

生
活
の
足
を
守
る
た
め
に
も
、
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
、
そ
し

て
愛
さ
れ
る
、
公
共
交
通
の
姿
を
目
指
し
ま
す
。

生
活
の
足
を
未
来
に
残
す
た
め
に

しなの鉄道も利用しましょう！

　町では、運転免許証を自主返納した方の移動支援を
しています。１年度につき１回、次のうちから２つ以内の支援を、
最長で５年間実施しています。
※同じ支援を２つ選ぶこともできます。
　詳細は企画課までお問い合わせください。

企画課    電話 ２５３-２５１２

※1　 70歳以上の申請者は、「IIZUNAであるきバスカード」を
所持することが条件となります。

※2　 有効期間は購入日から３か月。12枚ずつ ２回に分けて受
け取ることもできます。

※3　他の割引や他のサービスとの併用はできません。

　牟礼駅の無料駐車場（第1駐車場及び第2駐車場）は、登録制でどなたでもご
利用いただけます。登録申請書は牟礼駅の待合室にあります。必要事項をご記入
の上、待合室に備え付けの箱に投函してください。 
　利用時間は「終日（日帰り）」となっていますので、日をまたぐ駐車はご遠慮くだ
さい。特に冬期間は、除雪の妨げになりますのでご理解とご協力をお願いします。

牟礼駅前（無料駐車場）を利用される皆様へ

① 交通系ICカード「くるる」にチャージすることができ
る5,000ポイント交換券

   （ただし、70歳以上の対象者は2,000ポイント※1）
② しなの鉄道北しなの線牟礼～長野間普通回数券12枚
（※2）　

③ 町内のタクシー事業者で利用することができるタク
シー利用券500円分10枚（※3）

　しなの鉄道では新型コロナウイルス感染防止のため、
駅や列車内の消毒を行っています。
   また、駅停車時には列車のドアをすべて開けて換気を
促進しています。寒い時期ですがご理解をお願いします。
　なお、新型車両は自動換気システムを搭載しています
ので、停車駅でのドアの全開放は行いません。みなさん
是非ご利用ください。

運転免許証を自主返納した方を
支援しています！

名前の由来は
「上田駅」と「牟礼（むれ）駅」の逆読みから

⒞TOMYTEC/イラスト：衣丘わこ

しなの鉄道㈱
ＳＲ1客室添乗員 兼 駅係員の

上田れむです。

公共交通機関をご利用の際は、
マスクの着用をお願いします。
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２
月
16
日（
火
）か
ら
３
月
15
日（
月
）の
間
、

飯
綱
町
民
会
館 

元
気
の
館
で
申
告
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

必
要
な
書
類
等
を
そ
ろ
え
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

所
得
税
・
町
県
民
税

　 
申
告
納
税
相
談
の
お
知
ら
せ

■
印
鑑

■
本
人
確
認
書
類

　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
又
は
通
知
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な
ど

■ 

令
和
２
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

◎
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

◎
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の
収
支

　
内
訳
書
、
青
色
申
告
決
算
書
・
帳
簿

■
各
種
控
除
に
必
要
な
書
類

◎ 

生
命
保
険
料
、個
人
年
金
保
険
料
、地
震

保
険
料
等
の
掛
金
の
証
明
書

◎
社
会
保
険
料
控
除

　
国
民
年
金
保
険
料
等
の
控
除
証
明
書

◎
医
療
費
控
除

　
医
療
費
控
除
の
明
細
書
・
医
療
費
通
知

※  

支
払
っ
た
医
療
費
の
う
ち
保
険・福
祉
医

療・高
額
療
養
費
助
成
な
ど
に
よ
り
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
は
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※ 

お
む
つ
代
は
医
師
の
発
行
す
る「
お
む
つ

証
明
書
」
か
、２
年
目
以
降
で
要
介
護
認

定
の
申
請
を
さ
れ
て
い
る
方
に
保
健
福

祉
課
か
ら
交
付
さ
れ
る「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
障
害
者
控
除

　
障
害
の
級
な
ど
が
わ
か
る
手
帳
・
書
類
・

　
障
害
年
金
証
書
な
ど

◎
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
住
宅
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
な
ど

■
申
告
者
名
義
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号

　
口
座
番
号
の
控
え
・
通
帳
の
登
録
印

　

 

な
お
、還
付
申
告
の
場
合
は
申
告
者
本
人

の
口
座
と
な
り
ま
す
。

■ 

税
務
署
か
ら
郵
送
さ
れ
て
い
る
申
告
書

や
確
定
申
告
書
の
お
知
ら
せ
通
知
等
、必

要
と
思
わ
れ
る
書
類
を
す
べ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■ 

収
支
内
訳
書
、医
療
費
控
除
の
明
細
書
な

ど
は
、事
前
に
集
計
を
済
ま
せ
て
か
ら
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期日 曜日 対象地区
2月16日 火 予備日
2月17日 水 川西・川谷・番匠
2月18日 木 川北東部・福井・四ツ屋
2月19日 金 川北西部・平出
2月21日 日 長野市若里市民文化ホール（税務署開設）
2月22日 月 原第三・古町
2月24日 水 原第二・横手・中宿
2月25日 木 原第一・野村上
2月26日 金 毛野・上村・東高原
2月28日 日 長野市若里市民文化ホール（税務署開設）
3月 1日 月 下赤塩・地蔵久保・坂口・高坂
3月 2日 火 上赤塩・扇平・袖之山
3月 3日 水 普光寺東部・夏川・北川
3月 4日 木 普光寺中部・福井団地７～９ブロック
3月 5日 金 普光寺西部・福井団地４～６ブロック
3月 8日 月 深沢・寺村・福井団地１～３ブロック
3月 9日 火 町・奈良本・東黒川
3月10日 水 中峯・田中・西黒川

3月11日 木 中村・若宮・堀越・日向・東柏原・小玉・
栄町

3月12日 金 御所之入・谷・坂上・牟礼
3月15日 月 予備日

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

申
告
納
税
相
談
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
方
へ
の
お
願
い

申告相談日程表
◆会場：飯綱町民会館
◆受付：午前８時30分～11時00分
　　　　午後１時00分～４時00分
◆ 対象地区の指定日にお越しにな

れない場合は、予備日または希望
日（土・日・祝日を除く）にお越
しください。

◆長野税務署による休日の受付
　2月21日（日）、2月28日（日）
　会場：長野市若里市民文化ホール
　時間：午前9時～午後4時

申告会場　直通ダイヤル
期間中（2月16日～3月15日）
平日8時30分～17時15分まで

℡  253-3307
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■ 
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、来
場

さ
れ
る
方
は
、マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た

だ
き
、咳
や
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
の

入
場
は
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、待
合
室
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、車

等
で
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。
併
せ
て
、受
付
の
際
に
氏
名
の
他

に
ご
記
入
い
た
だ
く
項
目
が
増
え
ま
す

の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、多
く

の
方
が
訪
れ
る
申
告
会
場
に
出
向
か
な

く
て
も
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
利
用
し
て
、自

宅
等
で
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
る
か
、

印
刷
し
た
書
面
を
郵
送
す
る
か
い
ず
れ

か
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ホ

を
利
用
す
れ
ば
、ス
マ
ホ
か
ら
確
定
申
告

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

 

ス
マ
ホ
か
ら
の
申
告
は
、年
末
調
整
済
で

医
療
費
控
除
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

寄
附
金
控
除
の
申
告
を
す
る
方
の
ほ
か
、

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
方
、２
か
所

以
上
の
給
与
所
得
が
あ
る
方
、年
金
収
入

や
副
業
等
の
雑
所
得
が
あ
る
方
な
ど
、多

く
の
方
が「
ス
マ
ホ
専
用
画
面
」を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ス
マ
ホ
専
用
画

面
で
は
、ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
画

面
が
見
や
す
く
、操
作
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
、待
ち
時
間
や
受

付
時
間
も
気
に
せ
ず
に
済
み
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■ 

税
務
署
で
発
行
を
受
け
た
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
専
用
画
面
で
申
告
書
を
作
成
す

る
際
に
、申
告
に
必
要
な
情
報
と
併
せ
て

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
れ
ば
、簡

単
に
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

 

Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、最
寄
り
の
税
務
署
で
発
行
し
て
お
り

ま
す
の
で
、運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※ 

Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は
暫
定
的
な
対

応
で
す
。お
早
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

「
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
」
操
作
や
確
定
申
告
に
関

す
る
ご
質
問・ご
相
談
は
、
ま
ず
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
又
は
、電
話

に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
に

は
、売
上
げ
や
仕
入
れ
等
を
税
率
（
軽
減

税
率
８
％・標
準
税
率
10
％
）
ご
と
に
区

分
し
て
記
帳
す
る
な
ど
の
経
理（
区
分
経

理
）
を
行
っ
た
帳
簿
に
基
づ
き
、「
課
税

取
引
金
額
計
算
表
」の
作
成
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

 

な
お
、消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、区
分
経
理
に
対
応

し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求
書
な
ど

の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

 

消
費
税
の
申
告
は
、最
寄
り
の
税
務
署
に

て
、令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

■ 

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

た
だ
し
、平
成
27
年
分
以
後
は
、外
国
の

制
度
に
基
づ
き
国
外
に
お
い
て
支
払
わ

れ
る
年
金
な
ど
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な

ら
な
い
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■ 

な
お
、所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
や

確
定
申
告
書
の
提
出
が
要
件
と
な
っ
て

い
る
控
除
（
例
え
ば
、純
損
失
や
雑
損
失

の
繰
越
控
除
な
ど
）の
適
用
を
受
け
る
場

合
に
は
、確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■ 

全
国
民
を
対
象
と
し
て
給
付
さ
れ
た
特

別
定
額
給
付
金（
一
人
10
万
円
）に
つ
い

て
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
が
、持
続
化
給

付
金
等
の
事
業
に
関
す
る
給
付
金
は
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。給
付
金
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
役
場
税
務

会
計
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。（
℡

０
２
６
‐
２
５
３
‐
４
０
７
１
）

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ 

～
確
定
申
告
不
要
制
度
の
お
知
ら
せ
～

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　
　
　
　 

所
得
税
確
定
申
告

消
費
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
給
付
金
等
に
つ
い
て

≪確定申告などに関するお問合せ≫
 国税庁ホームページ「確定申告特集」を
ご覧いただくか、
 長野税務署  ☎234-0111（代表）まで

≪ｅ-Tax・作成コーナー操作
などに関するお問合せ≫

 「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」

☎0570-01
イー

-5
コ ク ゼ イ
901

【受付】月曜～金曜（祝日等を除く）9:00～17:00

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、住
民
税
で
の
控
除
を

適
用
す
る
場
合
な
ど
、申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。



原
作
・
信
州
い
い
づ
な
食
の
風
土
記

　
　
　
（
編
集
／
発
行
・
だ
ん
ど
り
の
会
）

漫
画
・
小
林
浩
道

監
修
・
だ
ん
ど
り
の
会

︱
ふ
だ
ん
は
か
て
飯
︱

※１　米の他に穀物や野菜などの食材を混ぜて炊いた飯
※２　�春のお彼岸は春分の日を挟んで前後三日間の計七日間　秋のお彼岸は秋分の日を挟んで前後三日間の計七日間
　　　意味としては迷いや苦しみの原因と煩悩のない悟りの境地に達した世界　極楽浄土のこと

く
ら
し
の
中な

か

に
は
家か

ぞ
く族
そ
れ
ぞ
れ

役や
く
わ
り割
が
あ
り

風ふ

ろ呂
焚た

き
や
家か

ち
く畜
の
世せ

わ話
な
ど
は

子こ

ど
も
に
任ま

か

せ
ら
れ
て
い
て

女お
ん
な
の
子こ

は
高こ

う
が
く
ね
ん

学
年
に
な
る
と

「
お
し
か
け
て
お
け
」と
い
わ
れ

簡か
ん
た
ん単
な
夕ゆ

う
し
ょ
く食
を
用よ

う
い意
し
て
い
ま
し
た

昭し
ょ
う
わ
さ
ん
じ
ゅ
う
ね
ん
だ
い

和
三
十
年
代

食し
ょ
く
り
ょ
う
な
ん

糧
難
や
冷れ

い
が
い害
を
乗の

り
越こ

え
て

世せ
じ
ょ
う情
が
落お

ち
着つ

き

米こ
め

の
収

し
ゅ
う
り
ょ
う
量
も
増ふ

え
て
食し

ょ
く
り
ょ
う
じ
じ
ょ
う

糧
事
情
は

好こ
う
て
ん転
し
て
い
き
ま
し
た

と
は
い
え

米こ
め

は
現げ

ん
き
ん
し
ゅ
う
に
ゅ
う
げ
ん

金
収
入
源
な
の
で

か
て
飯め

し（
※
１
）
に
し
て
節せ

つ
や
く約
す
る

時じ
だ
い代
で
し
た

今き
ょ
う日
の

夕ゆ
う
め
し飯
な
に
？

お
じ
や
か
…

ぼ
た
も
ち

食く

い
て
ぇ
な
―

じ
ゃ
あ
な
〜

バ
〜
イ

お
か
え
り

野や
さ
い菜
い
っ
ぱ
い
の

味み
そ
あ
じ

噌
味
の

お
じ
や
だ
よ

ぼ
た
も
ち
は

彼ひ
が
ん岸（
※
２
）
ま
で

待ま

て

8



※３　祝い事や祭りなどが行われる日
※４　大麦を蒸気で加熱し柔らかくなったところをローラーで平たくしたもの
※５　お疲れ様です（方言）
※６　こいつめ！（方言）

ま
た　

ご
飯は

ん

の
残の

こ

り
具ぐ

あ
い合
を

按あ
ん
ば
い配
し
て
野や

さ
い菜
な
ど

具ぐ

だ
く
さ
ん
の
味み

そ

じ

た

噌
仕
立
て
の

お
じ
や
に
し
た
り

農の
う
さ
ぎ
ょ
う

作
業
が
一い

ち
だ
ん
ら
く

段
落
し
た
ら

き
の
こ
や
油あ

ぶ
ら
あ揚
げ
な
ど
を
混ま

ぜ

炊た

き
込こ

み
ご
飯は

ん

に
し
て

味あ
じ

を
楽た

の

し
み
ま
し
た

ふ
だ
ん
の
く
ら
し
は

質し
っ
そ素
な
も
の
で
し
た
が

き
び
し
く
働は

た
ら

く
日ひ

び々
の

中な
か

で
も
折お

り
ふ
し節
の
も
の
日び

は

も
ち
や
赤せ

き
は
ん飯
な
ど
で
祝い

わ

い
な
が
ら

め
り
は
り
を
つ
け
て

心こ
こ
ろ
と
体か

ら
だ

を
休や

す

め

栄え
い
よ
う養
を
補お

ぎ
な

い
ま
し
た

そ
う
し
た
ご
馳ち

そ
う走
な
ど
は

親し
ん
せ
き戚
や
近き

ん
じ
ょ所
へ
も
振ふ

る
舞ま

う
こ
と
が
多お

お

く

「
た
べ
も
の
の
え
え
っ
こ（
結ゆ

い
）」が

さ
か
ん
に
行お

こ
な

わ
れ
て
い
た
の
で
す

白は
く
ま
い米
を
食た

べ
る
こ
と
は

た
い
へ
ん
ぜ
い
た
く
で

も
の
日び
（
※
３
）
や
労ろ

う
ど
う働
の

き
び
し
い
時じ

き期
に

限か
ぎ

ら
れ
て
い
ま
し
た

か
て
飯め

し

は
押お

し
む
ぎ麦（
※
４
）
の
他ほ

か

に

春は
る

に
は
じ
ゃ
が
い
も
や
大だ

い
ず豆

秋あ
き

か
ら
冬ふ

ゆ

は
大だ

い
こ
ん
っ
ぱ

根
葉
か
大だ

い
こ
ん根

さ
つ
ま
い
も
を
か
て
に
し
て

い
ま
し
た

お
つ
か
り
で

ご
ざ
ん
す（
※
５
）

わ
―
！
お
赤せ

き
は
ん飯
！

お
ら　

ぼ
た
も
ち
が

よ
か
っ
た
な
ー

ほ
う
か
ね
！

そ
り
ゃ
あ

お
め
で
と
う

ご
ざ
ん
し
た

今け

さ朝　

無ぶ

じ事
孫ま

ご

が

授さ
ず

か
り
や
ん
し
た

は
〜
い

（
※
６
）
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　毎年恒例の「飯綱町元旦ジョギング大会」が開催
されました。
　今年は新型コロナウイルス感染症対策を講じた
上での開催となり、当日は降雪にみまわれました
が、町内外から
老 若 男 女 約110
名が参加しまし
た。
　小さなお子さ
んも寒い中、一
生懸命に走る姿
が見られました。

　1月4日（仕事始め）の朝、役場第1庁舎の正面玄
関において、職員等関係者が整列し役場第1庁舎
の業務開始式を執り行いました。
　第1庁舎に来庁した住民の方からは、「雰囲気
がよくなったね」「木の匂いがして、ほんわか暖か
いね」という声が聞こえました。
　今年の8月頃には、第2庁舎も開庁予定です。

▲寒い中、素晴らしい１年のスタートが切れました

▲館名サインの除幕とテープカットを行いました

▲ 弟の秀晴さんは令和2年12月に開催された石川遼カップジュニアゴル
フチャンピオンシップ地区大会で優勝し全国大会に進みました

12月23日（水）将来はプロゴルファーになりたい！ 三浦姉弟

1月1日（金）第16回 飯綱町元旦ジョギング大会

1月4日（月）役場第1庁舎業務開始式

　令和2年11月に開催された第22回長野県ジュ
ニア選手権で、女子の部で優勝した姉の三浦百枝
さん（６年生）と、男子の部で準優勝した弟の三浦
秀晴さん（４年生）が、峯村町長に成績を報告しま
した。
　ゴルフを始めて2年半の2人。百枝さんは「学校
が終わってから毎日練習をしました。中学生に
なっても続けたいです」、秀晴さんは「18ホール
のカップにボールを入れるまで終わらないところ
が面白い。将来はプロゴルファーになりたいで
す！」と話してくれました。
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掲載してある写真データをご希望の方は、企画課へご連絡ください。（但し、ご本人に限ります。）

1月13日（水）ディスカバー農山漁村の宝
 1月7日（木）～24日（日）写真展「＃いいづな映え」

1月18日（月）シトラスリボンプロジェクト 飯綱中学校
 1月14日（木） ・ 18日（月） ・ 20日（水）やっぱりスキーは楽しいな 牟礼小学校

　シトラスリボンプロジェクトと
は、誰もが新型コロナウイルス感
染症に感染するリスクがあるなか、
たとえ感染しても、地域の中で心
身ともに安心して笑顔で暮らし続
けられる地域を目指す事業です。 

　シトラスリボンの3つの輪は「地域」「家庭」「職場（学
校）」を表現しています。飯綱中学校2年3組の生徒が
シトラスリボンを作り、思いやりを大切に暮らしやす
い地域になるよう、この取り組みを広めています。 
  完成したシトラスリボンは多くの方の目に触れる場所
に提示する予定です。

　今年は新型コロナウイルス感
染症対策のため、3日間に分散
してスキー教室が行われました。
　取材したこの日は1年生と6
年生が指導を受けていました。
6年生は小学校最後のスキー教

室を友達と楽しんでいる様子でした。
  スキー初心者の1年生は、「上手に滑れたよ」とおい
しそうに昼食のカレーライスを食べながら、感想を
話してくれました。

　「ディスカバー農山漁村の宝」とは、内閣官房及び
農林水産省が「強い農林水産業」、「美しく活力のある
農山漁村」の実現のため、地域の活性化などに取り組
んでいる全国の優良事例を選定し、その取り組みを広
く発信するものです。
　この度、関東農政局管内の優れた事例について、
関東農政局「ディスカバー農山漁村の宝」として独自の
選定が行われ、ビジネス部門において飯綱町の北信
五岳シードルリー㈱が選定されました。
　代表取締役の小野司さんは、「これからも事業を発
展させながら、町の農家さんと一緒に飯綱町の活性
化とPRにつなげていきたい」と、力強く話していました。

　地域おこし協力隊の眞鍋知子さんが、飯綱町民会
館1階ロビーで、飯綱町の素晴らしさを多くの人に
伝えるため、カメラマンの鹿野貴司さんと四季を通
して町内をめぐり、出会った人や風景を写真で紹介
しました。

【今後の展示期間・場所】
　○2月9日（火）～2月19日（金）
　　いいづなコネクトEAST
　○2月20日（土）～3月2日（火）
　　アップルミュージアム
　その後、役場第1庁舎、いいづなコネクトWEST
を巡回する予定です。

▲関東農政局選定証授与式写真撮影 ▲地域おこし協力隊企画の写真展

▲水引で作るシトラスリボン

▲青空が広がり最高のお天気
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どうしたら…？
まずは、不凍栓（水抜栓）の
確認を。

水が出ない…。
凍結してしまったら…。

どうしよう…？応急処置を。
それから「飯綱町指定給水装置
工事事業者」へ修理依頼を。

・  不凍栓は蛇口配管内の水を地下へ排水
し、凍結を防ぐ構造になっています。不
凍栓の操作は「全開」または「全閉」が
基本です。

①蛇口を開き、水を出します。
②不凍栓を閉めます。（回らなくなるまで）
③ 蛇口から水が出なくなってから、蛇口を

閉めます。
④ 不凍栓が全閉されていることを再度確

認してください。
※ この際、半開きの状態だと、蛇口から水

が出ていなくても水が地下へ流れる場
合がありますのでご注意ください。

　‘宅内漏水’は、お客様が気付かないうちに起こっていることが多く、一度メーターを通り、漏れてしまっ
た水の料金までお客様にお支払いいただくことになりますので、ご注意ください。
　漏水は早期発見が大切です。
　下記の方法は、地下や床下など、見えないところで起こる漏水の発見にも効果的ですので、定期的に各ご家
庭でチェックをしましょう。

・  蛇口を開き、凍った部分にタオルなどを
被せ、その上からぬるま湯をかけて、
ゆっくり溶かしてください

※ 熱湯を急激にかけると、水道管が破裂す
る恐れがあります。

★２月分の水道料金について
　2月は、水道料金の徴収月ですが、積雪や寒風等のた
め検針は行わず、暫定料金となりますのでご承知くださ
い。精算は４月の検針時に行います。
　2月中旬に、「冬期認定通知書」を各戸にお送りします
ので、内容をご確認ください。

・暫定料金とは…
　当年度6・8・10・12月の平均使用水量分の95％を仮
の使用水量として算出します。これを料金化し、2月分
とします。

・  不凍栓バルブや止水栓を閉めます。
・  これらが、取り付けられていない場合や場所が分から

ないときは、破裂した部分に布やテープをしっかり
巻きつけ、針金や紐で縛り、水が吹き出るのを防いで
ください。

・  それから、「飯綱町指
定給水装置工事事業
者」に修理の依頼をし
ましょう。

水道管の凍結による漏水に注意してください！

発見しにくい漏水にご注意ください。

低温注意報の夜などは要注意です。しっかり凍結防止をしておきましょう。
また、お留守にするとき、しばらく水道を使用しないとき忘れず水抜きをしましょう。

建設水道課より

水抜

凍結

破裂

＊水道に関するお問い合わせ等は、こちらまでお願いします。
飯綱町役場　建設水道課上水道係　℡（026）253-4767　FAX（026）253-6869

＊漏水の発見方法＊
　・家中の蛇口を全部閉めて、水道メーターを見てください。
　・  水道メーターのパイロットが回っていたら、漏水の可能性が

あります。

パ
イ
ロ
ッ
ト

水道メーター

こんなところの水道管は
特に注意！

・屋外で露出している
・北向きで日陰になっている
・風当たりの強いところ
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くらしの情報
INFORMATION

健 康 案 内 板

○乳児健診
　日付：2月25日（木）

　受付時間等、詳細は通知にてお知らせします。
○歯っぴいお誕生教室
　日付：2月10日（水）

　受付時間等、詳細は通知にてお知らせします。
○おっぱい教室
　①授乳中コース
　　日時：2月12日（金）　13:15～15:15
　　対象：  授乳中のお母さん。要予約（初回優先）で個

別相談です。（1人30分程度）
　② 妊婦コース（妊娠期に必要な栄養の講義、母乳に関

するお話、マタニティヨガの体験など）
　　日時：2月12日（金）　15:00～17:00
　　対象：  出産予定の方。要予約でグループでの相談

です。

○国保特定健診・町民健診の個別健診
　実施期限：2月末まで（医療機関の休診日は除く）
　 　新たに申し込まれる方は飯綱町健康管理センター

へご連絡ください。
　①特定健診
　　対象：40～74歳で飯綱町国保に加入している方
　　料金：1,000円
　　場所：町内、町外医療機関（要予約）
　②町民健診

　　場所：町内医療機関（要予約）
○無料がん検診はお済みですか
　 　子宮頸がん検診、乳がん（マンモグラフィ）検診の

うち、無料がん検診となる対象の方にはクーポンを
送付しています。ご自分の健康チェックのため、ぜ
ひご利用ください。

　 　お手元にない場合は、飯綱町健康管理センターま
でご連絡ください。

　利用期限：2月末まで（医療機関の休診日は除く）
　 　なお、子宮頸がん・乳がん検診については、町外

指定医療機関でも受診できます。詳細は令和2年5月
に送付した通知をご確認ください。

▽各種健診（検診）のご案内

○高齢者の肺炎球菌予防接種
　実施期限：3月末まで（医療機関の休診日は除く）
　対象：  対象者にはハガキで通知しています。接種を

希望される方は事前に医療機関へお問い合わ
せいただき、実施期間中に接種してください。

　　　　※ 既に任意接種された方、飯綱町に住民登録
がない方は対象外です。

　持ち物：接種料金2,000円、保険証、通知ハガキ
　実施医療機関：  町内医療機関または町外指定医療機

関
　※ 町外の指定医療機関で接種を希望する場合、事前

に飯綱町健康管理センターで予診票を受け取り、
持参して接種してください。（医療機関に事前予約
が必要です。）　

○日本脳炎予防接種第2期（特例措置）について
　対象：  平成14年4月2日～平成15年4月1日生まれの

方のうち、上記予防接種が未接種の方
　 　令和2年10月末に、ハガキで通知しています。20

歳の誕生日の前日まで無料で接種が可能ですので、
この機会に母子手帳を確認して、接種をしましょう。

　 　ただし、接種場所は、長野県内の指定医療機関の
みとなります。県外医療機関では接種できませんの
で、ご注意ください。進学や就職等で生活拠点が町
外になる予定の方は、早めの接種を推奨します。

○定期健康相談
　日時：2月19日（金）　13:30～15:30
  場所：飯綱町健康管理センター　（予約は不要です）
　※ 来所の際は、マスクの着用と発熱（37.5℃以上）や

風邪症状がないか、体調の確認をお願いします。
○断酒会
　日程：2月3日、10日、17日、24日（毎週水曜日）　
　時間：19:30～20:30
　場所：メーラプラザ（地域交流室）
○心の健康相談
　日時：2月18日（木）　13:30～15:30
　場所：飯綱町健康管理センター
　 　2月16日（火）までに飯綱町健康管理センターへ予

約してください。1人おおむね30分程度。精神保健
福祉士による個別相談です。

〒389-1211飯綱町大字牟礼2220
　業務時間：平日8:30～17:15　（飯綱病院　東隣）
　電話：253-6841　FAX：253-6840　有線6841

▽母子保健▽予防接種

対　　象
1歳児 令和元年9月～12月生
2歳児 平成30年11月～12月生

▽その他

▽飯綱町健康管理センターのご案内

対　　象
　9～10か月 　　令和2年4月生
　6～7か月 　　令和2年7月生
　3～4か月 　　令和2年10月生

対　　象 料　金
20～39歳の方 1,000円

後期高齢者医療保険加入の方 無料
生活保護を受給している方 無料
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INFORMATION

国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者の方へ
～重要なお知らせ～

【新型コロナウイルス感染症に関する各種制度について】
■国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の減免
　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和元年
と比較して令和2年の世帯主の収入が30％以上減少し
た世帯の方は、申請により保険税（料）が一部または全
額免除となります。
▶適用期間　令和2年2月1日～令和3年3月31日
■国民健康保険・後期高齢者医療制度の傷病手当金
　被保険者が新型コロナウイルス感染症に感染した場
合、または感染の疑いがあり療養のために出勤できず
給与が減少した場合に、申請により傷病手当金を支給
します。
▶適用期間　令和2年1月1日～令和3年3月31日
※ 減免・傷病手当金には、別途要件があります。詳細

は下記へお問い合わせください。
▶問合せ　住民環境課　国保年金係　℡253-4762

「飯綱町みんなで応援！商品券」の
使用期限について

　「飯綱町みんなで応援！商品券」の使用期限は、2月
28日（日）です。使用期限を過ぎた商品券は使うことが
できませんので、期限までにご使用ください。
▶問合せ　産業観光課　商工観光係　℡253-4765

高等学校等通学定期券補助申請期限について
　平成30年4月1日から令和2年3月31日までを期限と
する通学定期券補助申請は、3月31日（水）が提出期限
です。
　申請を行っていない方は早めに申請をお願いします。
▶問合せ　教育委員会　総務教育係　℡253-4769

夜間延長窓口のお知らせ
　通常の開庁時間に窓口にお越しいただけない方のた
め、一部の窓口を夜間に延長して開設します。
▶2月の開設日　1日・8日・15日・22日（毎週月曜日）
▶時　間　17:15～19:00
▶場　所　会計係窓口及び住民係窓口
　　　　　（第1庁舎（新庁舎））
▶取り扱い業務
　【会計係】
　・税・料金等の納付
　【住民係】
　・住民票、戸籍謄抄本等、印鑑証明書の交付
　・印鑑登録　・所得課税証明書の交付
　・マイナンバーカードの交付（予約がある場合のみ）
　・マイナンバーカード電子証明書の更新
▶問合せ　税務会計課　会計係　℡253-4768
　　　　　住民環境課　住民係　℡253-4762

地域おこし協力隊　隊員の紹介

　　　佐
さ と う

藤　宏
ひろかず

一さん
　　　　　　　　　　 「都市と農村の交流事業と特産

品の6次産業化を推進します」

　　　飯
いいもり

森　則
のり

裕
ひろ

さん
　　　　　　　　　　 「今の時代にあった都市と農村

交流事業の提案を目指していき
ます」

▶問合せ　産業観光課　農政係　℡253-4765

第2次飯綱町男女共同参画計画（案）
についてのご意見を募集します

　飯綱町の男女共同参画の推進に関する基本計画であ
る「第1次飯綱町男女共同参画計画」の計画期間が3月末
で満了することに伴い、現在、令和3年度から令和12
年度までを計画期間とする「第2次飯綱町男女共同参画
計画」の策定を進めています。
　この度、計画（案）がまとまりましたので、住民の皆
さんの閲覧に供し、ご意見、ご提案を募集します。
▶閲覧及び意見等の募集期間
　2月1日（月）～2月19日（金）
▶閲覧場所等
　・教育委員会 生涯学習係（町民会館）
　・飯綱町公式ホームページ（「男女共同参画」で検索）
▶ご意見等の提出方法
　 　閲覧場所に備え付けの所定の様式または任意様式

に、住所・氏名（団体名）・電話番号・年齢をご記入
の上、教育委員会生涯学習係（町民会館）へ直接提出
いただくか、郵送、FAX、Eメールにより提出して
ください。

▶留意事項
　・  住所、氏名等の記入漏れがある場合には、ご意見

として受付できません。
　・  提出されたご意見等の概要については、プライバ

シー保護に十分配慮した上で、町ホームページ等
で一定期間公表します。なお、類似しているご意
見等は、集約する場合があります。

　・  個々のご意見に直接回答はしません。また、電話
や口頭によるご意見等は受け付けません。

▶問合せ・提出先
　〒389-1211飯綱町大字牟礼1989　町民会館内
　教育委員会　生涯学習係
　℡253-6560　FAX　253-6670
　E-mail　gakushu@town.iizuna.nagano.jp

お知らせ
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くらしの情報

飯綱町景観計画（素案）についての
ご意見を募集します

　町では、景観計画の策定及び景観条例の制定に向け
た取り組みを進めています。
　「飯綱町景観計画（素案）」がまとまりましたので、ご
意見・ご提案を募集します。
▶募集期間
　2月1日（月）～2月26日（金）
▶閲覧場所
　・企画課（第1庁舎（新庁舎）2階）
　・飯綱町ホームページ（景観計画（素案））を検索
▶ご意見等の提出方法
　①企画課へ直接提出
　②郵送、FAXで企画課へ提出
　③Eメールによる提出
　※電話や口頭によるご意見はお受けできません。
　※ご意見への個別の回答はしません。
▶問合せ・郵送先
　〒389-1293　飯綱町大字牟礼2795番地1
　飯綱町役場　企画課
　℡253-2512　FAX 253-5055
　E-mail　kikaku@town.iizuna.nagano.jp

可燃ごみ12月分の委託収集量のお知らせ
　令和2年12月の1か月間で、各集積所から収集した
可燃ごみの重量、基準年及び前年との比較は次のとお
りです。

▶問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

家庭でできる「ごみ減量」取組みについて（その2）
　家庭ごみ総重量の約8割を占める「可燃ごみ」の減量
化を図るため、一人ひとりがごみを発生させないこと
や、リサイクルをするライフサイクルに替えていく必
要があります。できることから始めましょう。

【生活編】
　・最後まで使いきりましょう。
　・食べ残しをせず、残り物を有効に使いましょう。
　・  壊れても、修理して使えるか確認してから買い換

えましょう。
　・  必要のないダイレクトメールは断りましょう。
▶問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

ゴミ出しのルールをお守りください
　最近、下記のような情報が寄せられています。
・  可燃ごみの袋に可燃物以外も一緒に混ぜて、集積所

に出されていた
・  資源ごみ袋（プラ容器包装専用）に空き缶が大量に

入っていた
・  他の市町村の指定ごみ袋に入れた不燃ごみが、可燃

ごみ収集所に出されていた
　分別ルールを守らずに出されたゴミは、収集業者は
もとより、施設を管理している地区衛生組合等にも大
きな迷惑を掛けることになります。
　安全かつ効率的に収集を行うためには、住民の皆さ
んのご協力が不可欠です。
　町で配布している「飯綱町分別ガイドブック」及び

「飯綱町分別収集カレンダー」をご確認いただき、適正
に分別した上で収集所に出していただきますよう、お
願いします。
▶問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

今月 基準年 前年
Ｒ２年
12月分

Ｈ25年
12月分 差引量 増・減 R１年

12月分 差引量 増・減

124ｔ 173ｔ △49ｔ △28% 115ｔ 9ｔ 8%

町では、令和２年１２月２４日に飯綱町への移住・定住を検討している方向けのポータルサイト
「長野県飯綱町移住定住支援サイト」の運用を開始しました。
これまでに皆様からお寄せいただいた空き家情報をはじめ、飯綱町の生活情報、しごと情報、住ま
い情報、子育て情報、移住・定住支援など役立つ情報を一元的に掲載していますので、お知り合いに
飯綱町への移住をお考えの方がいらっしゃいましたらぜひご紹介ください。

■問合せ：企画課人口増推進室 電話 026-253-2511 メール jinko@town.iizuna.nagano.jp

広報2月号

移住情報サイトができました !

空き家情報も
随時募集中！
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INFORMATION

加工所施設 3月分の予約受付について
▶日　時　2月4日（木）　9:00～
▶ 受付場所　「野村上加工所」は野村上加工所、「りん

ごパーク大豆加工施設」及び「りんごパークセンター
みそ加工室」はりんごパークセンターとなります。

・予約は、各施設に出向かれた方が優先となります。
・電話での予約は、11:00以降の受付となります。
▶問合せ　産業観光課　農政係　℡253-4765
　　　　　りんごパークセンター　℡253-2801

地籍調査事業実施箇所の登記完了について
　平成29年度に地籍調査事業を実施した飯綱町大字赤
塩地区の一部（赤塩7区）について、登記が完了しまし
たのでお知らせします。
　登記が完了した箇所は下記のとおりです。

▶問合せ　建設水道課　建設係　℡253-4766

し尿に係る一般廃棄物処理手数料の改定について
　燃料費等諸経費の変動や、し尿収集世帯の減少など
を受け、4月1日から新しいし尿汲み取り料金が適用さ
れます。これからも安定的にし尿の収集運搬を続けて
いくため、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

※ 町内に常住しない場合は、基本料金・加算料金とも
に1.5を乗じて算出した額となります。

【お願い】
　汲み取りの依頼は、お盆前や年末に集中し、冬期間
の特に1月から2月は極端に減少します。できるだけ集
中する期間を避け、冬期間にご依頼いただくようご協
力ください。
　また、汲み取りの際は、立会いの上、お支払いをお
願いします。
▶問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

2月のおはなし会
▶日　時　2月13日（土）・27日（土）　10:00～11:00
▶場　所　飯綱町民会館　元気の館
▶問合せ　飯綱町公民館　℡253-6560

心配ごと相談及び行政相談所の開設
　毎日の生活のちょっとした困り事や悩み事について、
どなたでも気軽にご相談ください。相談は無料で秘密
は固く守られます。
▶日　時　2月9日（火）　13:30～15:30
▶場　所　メーラプラザ（多世代交流施設）　相談室
▶相談員　 民生児童委員、人権擁護委員、行政相談委員
▶問合せ　保健福祉課　福祉係　℡253-4764
　　　　　〔民生児童委員、人権擁護委員〕
　　　　　総務課　総務係　℡253-2511〔行政相談員〕

飯綱町15周年記念式・記念講演の開催
▶日　時　2月13日（土）　12:40～15:30
▶会　場　飯綱中学校　講堂（飯綱町大字普光寺1）
▶内　容　・オープニング　飯綱中学校吹奏楽部演奏
　　　　　・第1部　記念式
　　　　　・第2部　記念講演（町民講座）
　　　　　　　講師：柔道家　篠原　信一　氏
　　　　　※入場無料・飯綱町民限定
■お願い
　・  ご参加にあたってはマスクを常時着用し、体調が

すぐれない場合はご来場をご遠慮ください。
　・  スリッパ等の上履きをご持参ください。
　・  やむを得ず中止とする場合があります。
※1月23日（土）にチラシを新聞折り込みしています。
▶問合せ　総務課　総務係（記念式）　℡253-2511
　　　　　企画課　企画係（記念講演）　℡253-2512

第3回 いいづな歴史講座
「飯綱町の小豆焼占い」参加者募集

　かつて町内各地で「どんど焼き」の夜に行われていた
１年の豊凶を占う民俗行事「小豆焼（あずきやき）占い」
を話題にします。ぜひご参加ください。
▶日　時　2月20日（土）　13:30～15:00
▶場　所　飯綱町民会館　大ホール
▶講　師　小栁義男氏（飯綱郷土史研究会長）
▶対　象　町内在住の一般の方
▶定　員　100名（要事前申し込み、先着順）
▶参加費　無料
※ 今後の新型コロナウイルス感染症の状況により、予定

を変更する場合があります。
※ iラーニング事業の一環として実施しますので、参加

者には単行本「まんが飯綱今昔物語」を無償配布します。
▶申込み・問合せ
　いいづな歴史ふれあい館　℡253-6646

歴史ふれあい館からのお知らせ

催　し

大字名 字名 地番 工区名

赤塩

浦ノ沢 1314-1～1317

赤塩7区
曲坂 2144-1～2271
寺山 2272～2311-2
毛野 2348～2461-6

区　　分
手数料

改定前 改定後

し
尿

基本
料金 180ℓ以下 1,680円 1,750円

加算
料金

180ℓを超える場合
は18ℓにつき。
た だ し、18ℓ に 満
たない端数は18ℓ
とみなす。

168円 175円

特別
料金

仮設トイレの場合
１回につき 2,320円 2,440円



17

くらしの情報

まんが飯綱今昔物語原画展
▶期　間　2月5日（金）～3月2日（水）
▶時　間　9:00～16:00　　※入場無料
▶休館日　毎週月曜日（2月8日・15日・22日）
▶会　場　 いいづなアップルミュージアム　企画展示室

（飯綱町倉井5）
▶内　容
　 　「まんが飯綱今昔物語」は、町の歴史・文化・人・

伝統・自然などを、親しみやすい漫画という形態で、
広報紙「いいづな通信」に、平成17年の飯綱町誕生以
来14年間連載したものです。

　 　原作者は、いいづな歴史ふれあい館の小山丈夫学
芸員、作画は漫画家の小林浩道氏。単行本化を切望
する町民のお声が発行委員会結成となり、令和2年
末、単行本として発刊されました。この原画約70点
を、一堂に公開展示します。我が故郷のいくつもの
魅力を発見できる作品展です。

「高坂林檎物語」より
▶お願い
　 　ご入館の際は、新型コロナウイルス感染症予防対

策に伴う対応へのご協力をお願いいたします。
▶問合せ　いいづなアップルミュージアム
　　　　　℡253-1071

　3月1日（月）は納税日です
　今月の町税及び各種料金の納期限は、現金払い、口
座振替ともに3月1日（月）です。口座振替をご利用の方
は前日までに残高の確認をお願いします。
▶町税・各種料金は次のとおりです。
　 固定資産税、国民健康保険税、介護保険料、後期高

齢者医療保険料、保育料（時間外含む）、一時保育料、
園バス使用料、学童保育料、学校給食費、緊急通報
装置使用料、住宅使用料

▶問合せ　各担当まで

　飯綱町地域活動支援センターは、障がいのある人の
相談窓口です。また、余暇等を企画し地域での暮らし
が充実したものになるよう応援しているところです。
■「カフェ」
　 　みんなの交流の場。お茶を飲みながら会話を楽し

みます。
▶日　時　2月1日・8日・15日（月）　15:30～16:30
▶場　所　地域活動支援センター（メーラプラザ内）
■「いこい」
　 　精神に障がいのある方の社会復帰に向けての支援

や余暇活動の支援（おやつ作りやカラオケなど）をし
ています。

▶日　時　2月2日・9日・16日（火）　13:30～15:30
▶場　所　地域活動支援センター（メーラプラザ内）
■「余暇企画（わたしのじかん）」
　 　障がいのある方の余暇活動の支援（クラフト、カ

ラオケ、温泉など）をしています。
▶日　時　2月4日・18日・25日（木）　15:30～16:30
▶場　所　地域活動支援センター（メーラプラザ内）
※内容など詳細は下記へお問い合わせください。
▶問合せ　地域活動支援センター（メーラプラザ内）
　　　　　℡253-7519

アップルミュージアムからのお知らせ納税日のお知らせ

飯綱町地域活動支援センターからのお知らせ

中学校図書館から開館日のお知らせ

※3月1日（月）～3日（水）は、蔵書点検のため臨時閉館となります。
※上記以外は閉館日です。新型コロナウイルス感染症の影響により、変更となる可能性があります。

3月 2月

【平日開館】16:30～20:00 【休日開館】9:00～19:00 【平日開館】16:30～20:00 【休日開館】9:00～19:00

4日（木）、　5日（金）
9日（火）～12日（金）

16日（火）～18日（木）

6日（土）、    7日（日）
　13日（土）、14日（日）

20日（土）、21日（日）
23日（火）～28日（日）
30日（火）、31日（水）

2日（火）～  5日（金）
9日（火）、  10日（水）

12日（金）　　　　　
16日（火）～19日（金）
24日（水）～26日（金）

6日（土）、    7日（日）
　11日（木）、13日（土）

14日（日）、20日（土）
21日（日）、23日（火）
27日（土）、28日（日）
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いいづなアップルミュージアム 学芸員　藤澤 充子

　  三水村制施行100年の節目に
　平成元年（1989年）、イギリスの王立園芸協会からりんご44品種の
穂木が日本に空輸され、その後、植物検疫を通った17品種が、この地
に来ました。三水村の村制施行100年の節目に計画された事業の一環
で、多くの関係者のご縁が結ばれたことから、遠く海を渡ってイギリ
スから来た貴重なりんご品種です。平成２年（1990年）の晩秋11月
19日、王立園芸協会から譲渡されたりんご品種の苗木は、イギリス大
使館一等書記官マック・ダ－モットゥ氏をはじめ多くの来賓を迎え、
村松直幸三水村長（当時）、村内の保育園の子供たち等の手によって、
ニュートンりんご並木に植えられました。

　　　イギリス王立園芸協会から、りんご穂木
　王立園芸協会（Royal Horticultural Society）は、創立200年を超
える伝統を誇る世界随一の園芸団体で、王室の勅

ちょっきょ
許を得て、エリザベ

ス女王が総裁を務められています。所有するウィズリーガーデンに本
部を構え、植物の科学的調査・教育から、広大な庭園の一般公開や、
フラワーショーの開催と多様な園芸普及活動を行っています。
　ニュートンりんご並木に植えられたりんごは、このウィズリーガー
デンりんご園が保有する750品種から選ばれて来た品種です。

　　　　  飯綱町に根付いたイギリスのりんご
　植えられたりんごの苗木は、無事に生長。そして、果実が実ってみると、
私たち日本人が知っているりんごの外観・味わいとは大きく異なり、果
皮は緑色や茶色でさびも多く、糖度も低くて驚くほど酸っぱい！この地
の人々の嗜好には合わなかったのでした。ところが、植樹から長年月を
経た近年になり、当初は戸惑ったりんごの特徴・個性が、徐々に理解され、
新たな活用が見出されてきたのです。母国イギリスでクッキングアップ
ルとして愛好されるブラムリーズ・シードリングは、飯綱町の働きかけで、
農家で栽培され、その果実を使って造られたシードルが、品質を高く評
価され国際コンクールで入賞しました。収穫期には、農産物直売所にブ
ラムリーズ・シードリング、ブレナム・オレンジ等のイギリスりんごが
調理・加工用として並び、町内菓子店・飲食店でりんご菓子やりんご料
理を提供する、英国りんごフェアも開催されています。
　イギリスのりんごたちは、「りんごの魅力」とは甘いだけではなく、生
食だけではない、幅広くて、奥深いよと教えてくれています。

第３回　海を渡って、飯綱町に来たりんごたち

りんごの魅力、掘り起こし

植樹記念式典／上　　植樹の様子／下 参考資料：「村制百周年記念三水村の歩み」 「三水通信創刊号」 

ウィズリーガーデンりんご園
（RHS取材2012年）

王立園芸協会本部
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
育
園
や
幼
稚

園
に
就
園
す
る
前
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
遊

び
に
来
ま
す
。
今
年
は
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
遊
び

に
来
た
お
母
さ
ん
が
多
く
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
布
団
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
赤

ち
ゃ
ん
が
並
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

赤
ち
ゃ
ん
は
遊
び
に
来
る
た
び
に
表
情
や
し
ぐ
さ

に
変
化
が
見
ら
れ
、
成
長
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
季
節
行
事
の
飾
り
を
親
子
で
作
っ
た

り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
等
の
装
飾
し
た

前
で
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
町
民
会
館
の
一
室
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

来
年
度
は
新
し
い
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
遊
べ

る
よ
う
に
な
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

子
育
て
応
援
祝
い
金
の

　
　
　
　
　
　
支
給
申
請
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
に
、
お
子
さ
ん
が
保
育
園
等
を

卒
園
、
小
・
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
世
帯
に
子
育

て
応
援
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
と
思
わ
れ
る

世
帯
に
は
１
月
下
旬
頃
、
申
請
書
を
郵
送
い
た
し

ま
し
た
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
期
間　

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

２
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

平
日
８
時
半
～
17
時
15
分

■
申
請
場
所　

教
育
委
員
会
（
第
一
庁
舎
）

■
支
給
額　

保
育
園
等
卒
園　
　

３
万
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
校
卒
業　

５
万
円　

　

※ 

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

教
育
委
員
会
子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　

電
話
０
２
６
（
２
５
３
）
４
７
６
９

こども子育て未来室だより
 飯綱町教育委員会　℡253-4769　Fax253-6020

右） かわいい赤ちゃんがいっぱい。
　　たくさんの赤ちゃんが遊びに来てくれました。
　　みんな同じ時期に生まれました。
中） ママ、どうぞ！
　　ママ一緒に遊ぼう！
左） 高く積み上げるぞ～！
　　崩さないように慎重に！

右） 私も一緒にハイハイ！
　　小さいお友達に興味津々！
中） クリスマスツリー作り。
　　シールをぺたぺた貼ってお母さんと一緒にクリ　
　　スマスツリーを作ったよ！出来たらお家に飾ろう。
右） 首がすわりました。
　　 上段右写真の赤ちゃん。少しずつ動ける範囲が広

がってきました。

赤ちゃんがいっぱい！
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町では、町名の「いいづな」が国際的により正確な発音で
呼ばれるよう、パスポートに用いられるヘボン式ローマ字
表記を採用し「IIZUNA」と表記しています。

飯綱町広報紙　発行日／令和３年１月31日　発行／長野県上水内郡飯綱町役場　
TEL／026-253-2511　FAX／026-253-6887　E-mail／info＠town.iizuna.nagano.jp
URL／https://www.town.iizuna.nagano.jp/　編集／企画課　印刷／カシヨ株式会社

No.140地域校紹介

飯綱中学校 地域に支えていただきながら学び続けています
　

３
学
期
を
迎
え
た
中
学
校
は
、
引
き

続
き
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
保
健
委
員

か
ら
は
手
洗
い
、
換
気
の
励
行
の
呼
び

か
け
が
あ
り
、
休
み
時
間
の
わ
ず
か
な

時
間
も
窓
を
開
け
て
換
気
に
努
め
て
い

ま
す
。
生
活
委
員
も
下
校
前
の
手
洗
い

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

３
学
期
の
始
業
式
で
は
、
学
校
長
が

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
顧
問
だ
っ
た

頃
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
何
を
す
る
に

し
て
も
他
の
選
手
の
数
倍
の
努
力
を
要

し
た
あ
る
１
年
生
。
そ
れ
で
も
３
年
間
、

笑
顔
で
練
習
を
続
け
、
最
後
の
試
合
で

大
声
援
を
受
け
な
が
ら
一
勝
を
あ
げ
た

そ
の
選
手
の
姿
か
ら
、「
小
さ
な
こ
と
で

も
継
続
し
て
い
け
ば
、
思
っ
て
い
る
以

上
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
生
活
ノ
ー
ト

に
は
、「
何
か
一
つ
の
こ
と
を
徹
底
す
る

だ
け
で
、
人
は
こ
ん
な
に
も
変
わ
れ
る

こ
と
を
知
り
、
勇
気
が
も
て
ま
し
た
。」

と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
早
く
も
高
校
の
入
学
試
験

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
１
月
、
２
月
は

私
立
高
校
入
試
、
公
立
前
期
試
験
と
気

の
抜
け
な
い
毎
日
が
続
き
ま
す
。
３
年

生
が
全
力
で
入
試
に
臨
め
る
よ
う
、
全

校
生
徒
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
感

染
症
拡
大
の
防
止
に
努
め
、
体
調
管
理

に
配
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
学
年
は
１
月
８
日
、
だ
る
ま
の

目
入
れ
式
を
行
い
ま
し
た
。
だ
る
ま

は
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
飯
綱
支
所
様
よ
り

贈
ら
れ
ま
し
た
。
代
表
生
徒
６
名
が
、

「
進
路
の
実
現
の
た
め
に
３
年
生
全

員
で
協
力
し
て
い
こ
う
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
想
い
を
伝
え
な
が
ら
、
だ
る
ま

に
目
を
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
毎
年
、

本
校
３
年
生
の
た
め
に
だ
る
ま
を

贈
っ
て
く
だ
さ
る
Ｊ
Ａ
な
が
の
飯
綱

支
所
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

飯
綱
町
は
、
文
部
科
学
省
が
推
進

す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル

構
想
に
伴
い
、
12
月
中
に
校
内
の 

Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
工
事
、
普
通
教
室
へ
の

ス
ク
リ
ー
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

設
置
、
生
徒
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
整
備
を
終
え
ま
し
た
。
今

後
は
、
来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新

学
習
指
導
要
領
が
示
す
資
質
・
能
力

の
確
実
な
育
成
を
実
現
す
る
た
め
に
、

飯
綱
中
学
校
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
ど

う
活
か
す
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま

す
。
中
学
校
で
は
１
月
６
日
、
教
育

ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
し
た
学
習
支
援
に

関
す
る
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
研
修

で
は
、
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
て
、
教
育
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
方

法
を
学
び
ま
し
た
。
職
員
も
ま
だ
ま

だ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
操
作
に
慣
れ

ず
、試
行
錯
誤
を
し
て
い
ま
す
が
、職

員
よ
り
も
き
っ
と
、
慣
れ
親
し
む
の

が
早
い
生
徒
と
共
に
、
楽
し
み
な
が

ら
「
１
人
１
台
端
末
」
を
活
か
し
た

効
果
的
な
学
び
を
目
指
し
ま
す
。

３
学
期
が
ス
タ
ー
ト

「
努
力
は
嘘
を
つ
か
な
い
」

３
学
年 

だ
る
ま
目
入
れ
式

　２学年では、総合的な学習の時間に「飯綱町の100人
のプロフェッショナル」を活用して飯綱町の未来につ
いて考えています。
　今年度は１学期の臨時休業期間中に、「マイヒーロー 
in 飯綱町」と題して、「飯綱町の100人のプロフェッショ
ナル」の中から３人を選び、飯綱町の「マイヒーロー」
の生き方や飯綱町への思いをレポートにまとめました。
さらにその学びを深めるために、「飯綱町のプロフェッ
ショナルを囲む会」と銘打ち、12名のプロフェッショ
ナルの皆さんの協力を得て、６つの講座を開設し、働
くことによって得られる喜びや辛さ、飯綱町への思い
を伺いました。
　また、２学期の職場体験学習は、「飯綱町を支える
人々と共に働く」をテーマにして、実際に働いたり、飯
綱町の皆さんと話をしたりすることを通して、働くこ
との意義を考えました。さらに、飯綱町の未来のため
にできることは何かを考え、プレゼンテーションソフ
トを活用してまとめ、発表しました。
　飯綱町の未来を考える学習は、来年度も継続し、飯
綱町のためにできる活動を体験しながら、飯綱町への
提案をまとめる予定です

キャリア教育を通して町の未来を考える

飯綱町GIGAスクール構想


